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[背景とねらい] 

高病原性鳥インフルエンザが、世界的に流行を繰り返し、日本でも毎年発生し大量の鶏

が殺処分されています。そこで、鳥インフルエンザウイルスを不活化する光触媒装置の開

発にあたり、鶏舎内環境で使用した時に除菌風を鶏に当て続けることによる採卵鶏への生

産性や卵の品質への影響の有無を調査しました。 

 

[研究の成果] 

1. 冬季にウインドレス鶏舎に光触媒機器を設置し、除菌風を当て続けた試験区（図１）、

及び設置しない対照区で、産卵率（図２）及び卵の品質（表１）に有意な差は認めら

れませんでした。 

 

図１ ウインドレス鶏舎に設置    図２ ウインドレス鶏舎冬季の産卵率 
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2. 夏季は、開放鶏舎に光触媒機器を設置し、18 週間、除菌風を当て続けた試験区（図３）

は、設置しない対照区と比較し、産卵率（図４）は同様に推移し、暑熱による産卵低

下の時も悪影響は認められませんでした。また、鶏卵の品質（表２）にも光触媒機器

による除菌風の悪影響は認められませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

               図３ 開放鶏舎に設置 
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図４ 開放鶏舎夏季の産卵率の推移 

 

表１ 冬季ウインドレス鶏舎の卵質検査結果 

 

表２ 夏季の開放鶏舎の卵質検査結果 

 
[成果のポイントと活用] 

・ 冬季に閉鎖型ウインドレス鶏舎で、夏季に開放鶏舎で、採卵鶏の生産性と卵の品質に

ついて調査したところ、光触媒装置の設置は、悪影響を及ぼさないことが明らかにな

りました。 

 

[その他] 
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